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平成28年８月５日 

各 位 

会 社 名  株 式 会 社 メ ド レ ッ ク ス 

代表者名  代表取締役社長 松 村 眞 良 

（コード番号：4586 東証マザーズ） 

問合せ先  経 営 管 理 部 長 北 垣 栄 一 

（TEL. 03-3664-9665） 

 

営業外収益計上並びに第２四半期（累計）業績予想と実績値との差異 

及び平成28年12月期通期個別業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社の平成28年12月期第２四半期連結累計期間（平成28年１月１日～平成28年６月30日）におい

て営業外収益（為替差益及び持分法による投資利益）を計上いたしましたのでお知らせいたします。 

あわせて、当社の平成28年12月期第２四半期（累計）業績予想と実績値に差異が生じましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

また、平成28年２月12日に公表した平成28年12月期（平成28年１月１日～平成28年12月31日）の

通期個別業績予想の修正ついて、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．営業外収益（為替差益及び持分法による投資利益）の発生について 

当社は、平成28年12月期第２四半期連結累計期間において、為替差益を0.9百万円、持分法による

投資利益を２百万円計上いたしました。 

為替差益は、主に在外子会社の財務諸表項目の換算により生じたものであります。また、持分法

による投資利益は、持分法適用関連会社の株式会社ケイ・エム トランスダームが研究開発を主軸と

するベンチャー企業であり、研究開発投資が先行しているものの、当第２四半期会計期間において

収益を計上することができたことから持分法の調整計算によって生じたものです。 

なお、業績への影響につきましては、本日（平成28年８月５日）公表の「平成28年12月期第２四

半期決算短信〔日本基準〕(連結)」をご参照ください。 

 

２．平成28年12月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績値との差異及びその理由 

 (1)平成28年12月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属
する四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 14 △958 △947 △924 △120.62 

実   績   値（Ｂ） 10 △742 △731 △707 △92.10 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △4 216 216 216  

増   減   率（％） △30.3 ― ― ―  

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成27年12月期第２四半期） 

15 △446 △451 △336 △50.32 
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 (2)差異の理由 

一部製品について期初で想定していたより受注が伸びなかったため、売上高が予想値を下回る

結果となりました。また、現在実施中の消炎鎮痛貼付剤ETOREATⓇのDOMS試験の結果判明時期

が当初予定の平成28年上半期から８月後半となったため、DOMS試験費用の発生時期も変更になり、

平成28年12月期第２四半期連結累計期間においては費用の発生が少なく、営業損失、経常損失、

四半期純損失について、業績予想よりマイナス幅が小さくなりました。 

なお、通期の連結業績予想については修正はありません。 

消炎鎮痛貼付剤ETOREATⓇの開発スケジュール見通しの変更につきましては、平成28年５月12

日発表の「消炎鎮痛貼付剤ETOREATⓇの開発スケジュール見通し変更のお知らせ」及び平成28年

７月22日公表の「消炎鎮痛剤ETOREATⓇの臨床試験の最終症例観察終了に関するお知らせ」をご

参照ください。 

 

３．平成28年12月期第２四半期（累計）個別業績予想と実績値との差異及びその理由 

 (1)平成28年12月期第２四半期（累計）個別業績予想と実績値との差異 

 売上高 経常利益 四半期純利益 １株当たり四半期純利益 
 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 14 △1,055 △1,031 △136.87 

実   績   値（Ｂ） 10 △734 △710 △92.47 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △4 321 321  

増   減   率（％） △30.3 ― ―  

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成27年12月期第２四半期） 

15 △450 △335 △50.11 

 

 (2)差異の理由 

一部製品について期初で想定していたより受注が伸びなかったため、売上高が予想値を下回る

結果となりました。また、現在実施中の消炎鎮痛貼付剤ETOREATⓇのDOMS試験の結果判明時期

が当初予定の平成28年上半期から８月後半となったため、DOMS試験費用の発生時期も変更になり、

平成28年12月期第２四半期累計期間においては費用の発生が少なく、経常損失、四半期純損失に

ついて、業績予想よりマイナス幅が小さくなりました。 

 

４．平成28年12月期通期個別業績予想数値の修正（平成28年１月１日～平成28年12月31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 29 △2,076 △2,055 △259.66 

今回修正予想（Ｂ） 29 △1,558 △1,537 △192.46 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ― 517 517  

増   減   率（％） ― ― ―  

（ご参考）前期実績 
（平成27年12月期） 

37 △971 △858 △128.30 

修正の理由 

平成28年５月12日発表の「消炎鎮痛貼付剤ETOREATⓇの開発スケジュール見通し変更のお知ら

せ」でお知らせしているとおり、追加試験２本目の結果判明時期の見込みを平成28年後半から平成

29年前半に変更したことにより、追加試験費用の発生時期も変更になる見込みとなりました。 

（注）業績予想につきましては、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき算出したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


